
 

 

2025 年度 事業報告 

 

1. 2025 年度は、法人全体として下記 3 点の重点項目に取り組むこととした。 

① 組織運営の安定化を目指し、2026 年度へ向けた役員の入れ替えも含め組織全体の

枠組を整える。 

⇒2030 年に向けた法人のヴィジョン、ミッション、アクションをもとに、組織全体

の枠組みや 2026年度の役員の選任について検討を行った。 

② ネットワーク拡大のため、積極的な普及啓発活動により、ACT 以外のアウトリー

チチームの入会促進を行い、新規会員の獲得を目指す。 

⇒年度末時点の会員数は、個人正会員 194 名【前年度比 7 名増】、チーム正会員 47

チーム【前年度比 2 チーム増】、法人正会員 7 法人【前年度比 1 法人増】、個人会

員（賛助会員）88 名【前年度比 13 名減】、団体会員（団体賛助会員）4 団体【前年

度比 1 団体減】であり、会員数の推移はほぼ横這いだった。 

③ 新規会員の獲得に努め、会費収入による増収を目指し、財政面における組織の基盤

強化にも努める。 

⇒2025 年度の会員数の推移は上記の通り横這いであったが、未収金の回収に取りく

み、会費収入については微増した。 

 

 

2. 委員会活動 

① 政策・研究委員会 

(ア) 日本におけるアウトリーチ・訪問支援の歴史を整理するスコーピングレビュ

ーあるいはマッピングレビューに継続して取り組んだ。具体的には、下記作業

を実施した 

1. スクリーニング 

2. データ抽出 

3. 分析 

(イ) 委員会内で、今後のアウトリーチの制度や関連報酬体系について継続して議

論した 

(ウ) 厚労科研における外来ケースマネジメントに関する研究班に吉田委員と渡邉

委員が出席した 

② 広報委員会 

(ア) アウトリーチネットのリーフレットの作成【紙媒体】 

1. 会員・理事への配布 

2. 他学会や研修会等での配布依頼 

(イ) Newsletter の発行（年度内１回） 

(ウ) 会員増加に向けての広報先・広報内容の検討 

1. ホームページの更新 



2. ホームページ会員専用ページの充実化( PRCP 報告会動画、Newsletter) 

3. 会員無料研修広報、参加者管理 

4. SNS の作成・更新 

5. X の開設・更新 

6. Instagram の開設・更新 

7. Facebook の更新 

(エ) 情報を公開することに関するルール作り 

1. 研修の際の講師への確認(同意)書の運用 

2. 個人情報保護方針の作成 

(オ) 全国大会実行委員会への参加 

1. SNS 更新 

2. 大会 HP、Peatix 運用支援 

(カ) 部会研修・全国大会の広報支援 

1. Peatix 運用支援 

2. 動画管理 

(キ) 広報委員公募活動 

③ 研修委員会 

(ア) 第 3 回世田谷大会での研修委員会企画のプログラム企画・開催 

1. ラグーナ出版＋研修委員コラボ企画「再発見される言葉たち」 

(イ) 研修委員会コアメンバー・ミーティングの開催 

(ウ) 部会・委員会と協働し研修運営：部会・委員会企画の研修運営のサポート（広

報委員会と連携） 

(エ) 2026 年度以降の法人研修検討：対面理事会での検討（準備、司会進行など） 

(オ) 研修用の動画コンテンツの検討を（エ）にて実施 

 

3. 部会活動 

① 訪問支援・訪問看護部会 

(ア) 全国大会企画「『しくじり支援者 失敗から学ぶ』～伴走・その人中心・生活モ

デル～」の実施 

1. 日程：2025 年 5 月 18 日 10:00～11:30 

2. 申込み：53 名（コア 8 名含む）→当日参加：40 名 

3. 内容：①オープニング挨拶(増子、大迫)、②3 職種よりしくじり体験（村

尾、三瓶、鴨藤）、③当事者から問題提起（山田、相良）、④グループワー

ク、⑤グループワーク共有、⑥クロージング挨拶（野々上） 

4. 登壇者：鴨藤祐輔(株式会社ぽっけ訪問看護ステーション不動平)、三瓶芙

美(NPO 法人さざなみ会 KP 神奈川精神医療人権センター)、村尾眞治(訪

問看護ステーション Reaf) 

5. 問題提起：山田悠平、相良真央(ともに精神障害当事者会ポルケ) 

6. その他：大迫晋(ネクステップ訪問看護ステーション)、増子徳幸(訪問看

護ステーション Wing)、野々上武司(こころの訪問看護ステーション) 



(イ) 「対話する読書会」の実施 

1. アウトリーチの支援現場では、うまくいくこともあれば、うまくいかない

こともあり、不確実で複雑で曖昧な現場である。技法や手法をあてはめて

も、その通りにはならない限界もある。そのため、読書会を通して、技法

や手法を考える前に、どういった思想・哲学をもつか学びあう会である。

思想・哲学を知ることが、新たな視点となり、いろんな視点をもつことが、

当事者・支援者の支えとなる 

2. 読書会のメンバーは、現在は部会コアメンバーによって構成しているが、

今後は一般部会員も合流いただく予定。各回構成員の一人が勧める本を

読んで感想を話し合い、それを「note」にまとめて発信するという方法を

とっている。各回の内容は以下の通り 

i. 4 回目(2025/4/1) 「『目の見えない精神科医が、見えなくなって分か

ったこと』を読んで」（野々上推薦） 

ii. 5 回目(2025/10/20) 「『ティール組織 マネジメントの常識を覆す次

世代型組織の出現』を読んで」（須田推薦） 

iii. 6 回目(2026/3/12) 「『空気の研究』を読んで」（山田推薦) 

② 訪問医療部会（病院型・診療所型） 

(ア) 部会の組織化：次期理事への準備（谷口研一朗が次期理事予定）。理事会にオ

ブザーバーとして参加スタート 

(イ) 2025 年 5 月 17 日アウトリーチネット世田谷大会で分科会「徹底討論 医療

での多職種アウトリーチをどこでも当たり前に実現させたい！」を開催 

(ウ) 2025 年 6 月 21 日精神神経学会シンポジウム「にも包括」時代のアウトリー

チから始まる多機関連携ー当事者の希望を軸にー」企画（上島、渡邉、野口、

岡﨑、谷口、福武） 

(エ) 2025年8月10日京都ACT-Kにてアウトリーチ開設セミナーを行った(岡﨑、

上島、谷口、渡邉） 

(オ) 2025 年 9 月 PRCP & WACP Joint Congress 2025 Tokyo に登壇（西尾、渡邉、

谷口、野口） 

(カ) 精神神経学会シンポジウム「にも包括」時代のアウトリーチから始まる多機関

連携―当事者の希望を軸に―」論文化（渡邉、野口、岡﨑、谷口、福武） 

(キ) 2026 年 2 月 12 日にお顔合わせミーティング開催（実践報告・高野） 

(ク) 訪問医療部会コアメンバー・ミーティングの開催 

(ケ) 2026 年 5 月 17 日～18 日開催精神科医育成事業「こころのしまね旅」の企画

に参加（渡邉、野口） 

③ 子ども・若者支援部会 

(ア) 若者が人権・well-being を保障され安心して暮らしていける社会を実現するこ

とを目的とした「若者支援全国ネットワーク協議会」（通称：わしネット）の

設立準備に協力した 

1. わしネット代表呼びかけ人：池田徹（公益社団法人ユニバーサル志縁セン

ター）、谷口仁史（特定非営利活動法人全国若者支援ネットワーク機構）、



村木厚子（一般社団法人 I＆Others）、 

2. わしネット呼びかけ人：荒井佑介（特定非営利活動法人サンカクシャ）、

池本修悟（公益社団法人ユニバーサル志縁センター）、栗林知絵子（認定

NPO 法人豊島子ども WAKUWAKU ネットワーク）、高橋亜美（特定非営

利活動法人えんじゅ）、恒松大輔（全国自立援助ホーム協議会）、早川  

悟司（全国児童養護問題研究会）、宮本みち子（首都圏若者サポートネッ

トワーク）、矢野茂生（九州若者サポートネットワーク）、李炯植（一般社

団法人社会的養育地域支援ネットワーク） 

3. わしネット監事：鈴木晶子（一般社団法人全国生活困窮者自立支援全国ネ

ットワーク） 

4. わしネットの今後の活動予定：①法人化に向けた設立趣意書、規約案、組

織体制案などの作成、②若者支援に関わる団体・個人との連携・情報交換、

③全国ネットワークに参加する会員の募集、④呼びかけ人会・総会の企

画・開催、⑤ワーキングの実施（交流・勉強会、研究会企画、白書制作、

基金設立、法人化） 

(イ) 若者支援全国ネットワーク協議会（わしネット）の会議に参加 

1. 2025 年 4 月 30 日  対面(日本橋ライフサイエンスビルディング) 

2. 2025 年 7 月 30 日  オンライン(ZOOM) 

3. 2025 年 10 月 28 日 オンライン(ZOOM) 

4. 2025 年 11 月 12 日 オンライン(ZOOM) 

5. 2025 年 11 月 25 日 オンライン(ZOOM) 

④ 地域づくり部会 

(ア) コアメンバー・ミーティング（オンライン）を実施 

1. コアメンバー：本間貴宣（一般社団法人しん 代表理事）、田渕誠（Isuka

株式会社 代表取締役）、高山京子（特定非営利活動法人びすた～り 事務

局長）、中野千世（地域活動支援センター櫻）、浦林翼（おでかけクリニッ

ク 事務長／合同会社ももここら 代表）、金井浩一（一般社団法人ライフ

ラボ 相談支援事業所しぽふぁーれ 代表／地域づくり部会 部会長） 

2. 実施日：全て 20 時～概ね２時間から 2.5 時間 

i. 2025 年 4 月 10 日 

ii. 2025 年 4 月 12 日 

iii. 2025 年 6 月 2 日：世田谷大会分科会の振り返り 

iv. 2025 年 12 月 18 日 

v. 2026 年 2 月 5 日 

vi. 2026 年 3 月 3 日：金沢大会担当分科会の打ち合わせ 

vii. 2026 年 3 月 31 日：金沢大会担当分科会の打ち合わせ 

(イ) 研修会 

1. 2025 年 5 月 18 日 10：00～11：30 アウトリーチネット全国大会（世田

谷大会）にて分科会 3 を担当 

2. テーマ：「ケアと地域づくりとしてのヒューマンライブラリー～誰もがつ



ながり合う一つの手がかり（体験編）～」 

(ウ) その他 

1. オンライン第１回部会員交流会  

i. 2026 年 2 月 25 日 20 時～22 時 

⑤ ACT 部会 

(ア) コアメンバー 

1. 鷹子剛（Q-ACT 福岡）、香取牧子（ACT-Aile）、横田季子（ACT-K）、富

沢明美（ACT ちゃいむ）、片岡大貴（Q-ACT 北九州）、大歳明子（ACT

ひろしま）、尾形広知（SAGA-ACT）、山下眞史（訪問看護ステーション

フレッタ） 

(イ) フィデリティ・レビュアー研修 

1. 日程：2025 年 9 月 6 日 10:30～16:30 オンライン開催 

2. 内容：フィデリティの概要、レビュアーの配置決め・連絡先交換、グルー

プワーク（MR・人的資源・組織・サービス）、調査方法の説明 

3. 講師：吉田光爾（東洋大学） 

4. 参加者：20 名 

(ウ) フィデリティ・レビュー 

1. 参加チーム：11 チーム（10 月～3 月に各チームのレビュー実施） 

(エ) 研修企画・開催 

1. 第 3 回アウトリーチネット全国大会分科会 

i. 日程：2025 年 5 月 17 日 10:00～11:30 

ii. 内容：「訪問場面でも役立つ感情調節困難な人を支援するための DBT」 

iii. 講師：山崎さおり（国立精神・神経医療研究センター）、梁田英麿（東

北福祉大学せんだんホスピタル） 

2. 連続講座① 

i. 日程：2025 年 9 月 27 日 13:00～15:00 オンライン開催 

ii. 内容：ACT の理念について 

iii. 講師：尾形広知（SAGA-ACT）、鷹子剛（Q-ACT 福岡） 

iv. 申し込み 77 名、オンデマンド配信申し込み 4 名 

3. 連続講座② 

i. 日程：2025 年 11 月 15 日 13:00～15:00 オンライン開催 

ii. 内容：ACT の枠組みについて 

iii. 講師：富沢明美、下山田 緑（ACT ちゃいむ） 

iv. 申し込み 63 名、オンデマンド配信申し込み 3 名 

4. 連続講座③ 

i. 日程：2026 年 1 月 24 日 13:00～15:00 オンライン開催 

ii. 内容：ACT におけるケースマネジメントについて 

iii. 講師：香取牧子（ACT-Aile） 

iv. 申し込み 73 名、オンデマンド配信申し込み 2 名 

5. 連続講座➃ 



i. 日程：2026 年 3 月 14 日 13:00～17:00 対面開催 

ii. 内容：ACT における危機介入について 

iii. 講師：ACT-K、ACT-ひふみ 

iv. 参加者：32 名 

(オ) 交流機会の創出 

1. グループスーパービジョン① 

i. 第 1 回 2025 年 7 月 23 日 18:30～20:00 オンライン開催 

ii. 事例提供者：高田恭平（SAGA-ACT） 

iii. ファシリテーター：富沢明美（ACT ちゃいむ） 

iv. 参加者：32 名 

2. グループスーパービジョン① 

i. 第 2 回 2025 年 11 月 26 日 18:30～20:00 オンライン開催 

ii. 事例提供者：ACT-K 五ノ坪洋孝、舘澤謙蔵、山﨑翔 

iii. ファシリテーター：香取牧子（ACT-Aile） 

iv. 参加者：30 名 

3. ACT 部会新年会 

i. 2026 年 1 月 16 日 19:00～20:30 オンライン開催 

ii. 参加者：13 名 

 

4. 法人運営 

① 第 3 回全国大会（世田谷大会）開催 

(ア) 会期：2025 年 5 月 17 日～18 日 

(イ) 会場：成城ホール（東京都世田谷区） 

(ウ) 大会テーマ：「未来を紡ぐアウトリーチ～出会いの連続性～」 

(エ) 大会長：吉田光爾（東洋大学）、副大会長：岡﨑公彦（岡﨑クリニック） 

1. リレーシンポジウム 

【総 論】支援を要する人々に届くアウトリーチ支援を行うために～我が国

の包括的な支援に関する状況～ 

i. シンポジスト： 藤井千代（国立精神・神経医療研究センター精神保

健研究所 地域精神保健・法制度研究部）、岡本秀行（厚生労働省 社

会・援護局 障害保健福祉部 精神・障害保健課）、鏑木奈津子（上智

大学 総合人間科学部 社会福祉学科） 

【第 1 部】アウトリーチ支援孤立をめぐる地域課題を考える～借りられな

い住まい、セルフネグレクト、ゴミ屋敷など～ 

i. シンポジスト：朝比奈ミカ（市川市よりそい支援事業「がじゅまる+」

／市川市生活サポートセンターそら）、藤井和世（おでかけクリニッ

ク） 

【第 2 部】アウトリーチ支援 制度の切れ目や世帯全体の複合的な課題を考

える～若者支援、世代をまたぐ支援など～ 

i. シンポジスト：沢村香苗（日本総研創発戦略センター）、根本真紀（フ



リーソーシャルワーカー） 

【総 括】未来を紡ぐアウトリーチ、出会いの連続性～領域を超えてアウト

リーチ支援をつないでいくために～ 

i. 総論：第 1 部、第 2 部の登壇者、藤井千代、岡本秀行、朝比奈ミカ、

藤井和世、沢村香苗、根本真紀らとともにリレーシンポジウムの振り

返り 

2. コラボ企画「再発見される言葉たち」 

i. ラグーナ出版内再発見される言葉たち日本ネットワーク事務局＆ア

ウトリーチネット研修委員会企画 

3. 教育講演「『ひきこもり』の 30 年を振り返る：当事者との関わりを中心

に」 

i. 演者：石川良子（立教大学 社会学部 社会学科） 

4. 区民講座「アウトリーチでの出会いと対話」 

i. 登壇者：荒井和樹（全国こども福祉センター／愛知文京女子短期大

学）、向谷地生良（べてるの家／北海道医療大学） 

5. 当事者に聴く「被災体験とこれからの防災」 

i. 登壇者：山田悠平（精神障害当事者会ポルケ）、相良真央（精神障害

当事者会ポルケ） 

6. その他の分科会 

② 定時社員総会の開催 

(ア) 日時：2025 年 5 月 18 日 12:00～13:00 

(イ) 会場：成城ホール 

(ウ) 内容：2024 年度事業報告 

      アウトリーチネット・ヴィジョンの件 

      2025 年度計算書類の承認 

2025 年度事業計画（案）ならびに収支予算（案）の承認 

③ 理事会の開催 

(ア) 2025 年 4 月 18 日  オンライン(ZOOM) 

(イ) 2025 年 5 月 18 日  対面(成城ホール) 

(ウ) 2025 年 7 月 18 日  オンライン(ZOOM) 

(エ) 2024 年 8 月 15 日  オンライン(ZOOM)  

(オ) 2024 年 9 月 19 日  オンライン(ZOOM) 

(カ) 2024 年 10 月 17 日 オンライン(ZOOM) 

(キ) 2024 年 11 月 21 日 オンライン(ZOOM) 

(ク) 2024 年 12 月 19 日 オンライン(ZOOM) 

(ケ) 2026 年 1 月 16 日  オンライン(ZOOM) 

(コ) 2026 年 2 月 20 日  オンライン(ZOOM) 

(サ) 2026 年 3 月 1 日  対面（東洋大学赤羽台キャンパス） 

④ 共同代表会議 

(ア) 2025 年 5 月 22 日  オンライン(ZOOM) 



(イ) 2025 年 6 月 28 日  対面（東京都豊島区池袋） 

(ウ) 2025 年 12 月 12 日 オンライン(ZOOM) 

(エ) 2026 年 1 月 7 日   オンライン(ZOOM) 

(オ) 2026 年 1 月 15 日  オンライン(ZOOM) 

(カ) 2026 年 3 月 26 日  オンライン(ZOOM) 

⑤ 人権・権利擁護ワーキンググループ 

(ア) 2025 年 5 月 18 日：第 3 回全国大会（世田谷大会）において分科会「ピアサ

ポートと権利擁護」を開催 

1. 講師：相川章子(埼玉県立大保健医療福祉学部)、彼谷哲志(NPO 法人あす

なろ) 

(イ) 日弁連「大連帯会議」への参加 

1. 2025 年 9 月 21 日  対面(文京区民センター) 

(ウ) 大連帯会議実行委員会への参加 

1. 2025 年 5 月 14 日  オンライン(ZOOM) 

2. 2025 年 6 月 26 日  オンライン(ZOOM) 

3. 2025 年 7 月 30 日  オンライン(ZOOM) 

4. 2025 年 9 月 1 日   オンライン(ZOOM) 

5. 2025 年 10 月 28 日 オンライン(ZOOM) 

6. 2025 年 11 月 28 日  オンライン(ZOOM) 

7. 2026 年 1 月 6 日    オンライン(ZOOM) 

8. 2026 年 2 月 12 日   オンライン(ZOOM) 

9. 2026 年 3 月 23 日   オンライン(ZOOM) 

⑥ 各部会や各委員会の意見の取りまとめや調整 

⑦ 委員会および部会の開催 

⑧ 事務局業務（委託含む） 

(ア) 会員の入退会に伴う業務 

(イ) 会費の請求業務 

(ウ) 設立総会の開催に伴う業務 

(エ) 経理業務 

(オ) 法人税等の税務関連業務 

(カ) 現預金等の日常の管理業務 

(キ) 会員や外部関係機関などからの相談対応業務 

⑨ハラスメント事案の発生と対策について 

(ア) 世田谷大会実行委員会において理事間におけるハラスメントに相当する事案

が発生したことをうけ、組織として、より安全に組織員が活動できる体制を

整える必要性があると組織として受け止めた。そのために必要な体制づく

り・研修機会を、ワーキンググループを構成し、検討・実施した 

1. ワーキンググループ構成員：足立千啓・藤野恭子・山口亮・吉田光爾・

渡邉真里子 

2. 検討ワーキンググループの開催  



i. 2025 年 8 月 31 日 オンライン 

ii. 2025 年 11 月 29 日 オンライン 

iii. 2026 年 1 月 7 日  オンライン 

3. ハラスメント研修の実施 

i. 2026 年 2 月 28 日に対面およびオンラインのハイブリッドで理事全

員の参加を原則とし研修を行なった 

ii. 講師：東奈央（つぐみ法律事務所：弁護士）  

4. ハラスメント対応委員の組織化とハラスメント要綱の作成について今後

健全な組織運営を確立するために山口亮（監事）による草案をもとにハ

ラスメント対応委員の組織化を目指す 

i. 「アウトリーチネット・ハラスメント等の防止に関する規則」およ

び「ハラスメント要綱」の素案を準備中である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

2025 年度 計算書類 

 

貸借対照表 

2026 年 3 月 31 日 

一般社団法人コミュニティ・メンタルヘルス・アウトリーチ協会                                                         （単位：円） 

科    目 金    額 

Ⅰ  資産の部   

   1. 流動資産   

      現金預金 6,980,674 

   未収会費 558,000 

   前払金 172,700 

   仮払金   

   流動資産合計 7,711,374 

   2. 固定資産   

   ソフトウエア 20,695 

   固定資産合計 20,695 

      資産合計 7,732,069 

Ⅱ  負債の部   

   1. 流動負債   

     未払金 247,000 

     前受金 419,000 

     仮受金   

      預り金 22,462 

      流動負債合計 688,462 

   2. 固定負債   

   長期未払金 503,100 

      固定負債合計 503,100 

   負債合計 1,191,562 

Ⅲ  正味財産の部   

   一般正味財産 6,540,507 

   正味財産合計 6,540,507 

   負債及び正味財産合計 7,732,069 

 

 
 
 
 
 
 



2025 年度正味財産増減計算書 

2025 年 4 月 1 日 から 2026 年 3 月 31 日 まで 

一般社団法人コミュニティ・メンタルヘルス・アウトリーチ協会                                                          （単位：円） 

科    目 金    額 

Ⅰ  一般正味財産増減の部   

  経常収益   

   1. 受取会費   

    個人正会員 780,000 

    チーム正会員受取会費 1,474,000 

    法人正会員受取会費 186,000 

    個人賛助会員受取会費 253,000 

    団体賛助会員受取会費 10,000 

   受取会費計 2,703,000 

   2. 事業収益   

       部会活動収益 1,080,000 

    委員会活動収益 50,000 

    セレモニー参加費等収益 3,193,000 

   事業収益計 4,323,000 

   3. 受取寄付金   

       受取寄付金 883,250 

  4. 雑収益   

     受取利息 4,461 

     雑収益 233 

  経常収益計 7,913,944 

    

   経常費用   

   1. 事業費   

       旅費交通費 384,462 

    通信運搬費 46,333 

    消耗品費 23,084 

    印刷製本費 38,428 

    賃借料 419,100 

    諸謝金 1,585,199 

    支払寄付金   

    委託費 1,629,490 

    会議費 1,500 

    郵送費   

    研修費   

    雑費 408,464 

   事業費計 4,536,060 

   2. 管理費 0 

    会議費 0 

    交際費   

    旅費交通費 466,606 

        通信運搬費 23,805 

        減価償却費 248,316 

        消耗品費 950 

        印刷製本費 244,936 

    諸謝金 30,000 

        租税公課 682 

    郵送費 20,038 

    委託費 462,000 

    HP 維持費 105,600 

    雑損 224,000 

    雑費 16,638 

   管理費計 1,843,571 

    経常費用計 6,379,631 

   評価損益等調整前当期経常増減額 1,534,313 

   当期経常増減額 1,534,313 

  経常外収益 0 

  経常外費用 0 

   税引前当期一般正味財産増減額 1,534,313 

   当期一般正味財産増減額 1,534,313 

   一般正味財産期首残高 5,006,194 

   一般正味財産期末残高 6,540,507 

Ⅱ  指定正味財産増減の部 0 

Ⅲ 基金増減の部 0 

Ⅳ 正味財産期末残高 6,540,507 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


